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うつ病の行動活性化療法
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うつ病の認知行動療法が主なタ

ーゲットとしている「後ろ向きで

柔軟性を欠いた思考（認知）」は，

うつ病の病理の中核であるといえ

るが，うつ病の臨床実践において，

認知のみに着目したアプローチは

必ずしも奏功しない。認知へのア

プローチに加え，自発的行動の拡

充とその行動に関する随伴性知覚

を再獲得していくための行動的ア

プローチが不可欠である。

本書は，うつ病治療における新

世代の認知行動療法として注目さ

れ て い る 行 動 活 性 化 療 法

（Behavioral Activation）について，

理論から実践まで系統的に解説し

た日本で最初の訳書である。具体

的には，うつ病患者が陥りやすい

苦痛体験からの回避と自己嫌悪の

悪循環のパターンを明らかにし，

その悪循環から抜け出すための具

体的方法を検討するとともに，自

らの価値（目的）に沿った行動の

選択がどのような結果を導くのか

を体験的に学んでいくという一連

のプロセスが紹介されている。

本書が，うつ病の困難症例への

対応や社会復帰支援の新たなブレ

イクスルーとなることを期待して

いる。
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これまでの犯罪心理学は「犯罪

者」理解をその中心に置いてきま

した。しかし現在の犯罪をめぐる

社会状況をみると，犯罪者理解に

加え，被害者問題，防犯対策，裁

判員制度などの司法改革など，犯

罪に関わる現場では犯罪「現象」

への多面的な心理学的研究が求め

られています。

本書は，第一部で犯罪不安やリ

スク認知，被害者非難など，犯罪

現象に対する市民の意識と行動に

触れ，第二部では防犯に関する心

理学的研究を紹介し，第三部で裁

判員制度や被害者支援という司法

分野での心理学の役割を考えるこ

とで，こうした課題への心理学の

貢献の可能性を考えます。そして

また，こうした犯罪現象への多面

的研究を通じて，犯罪心理学以外

の知見や理論との統合の可能性を

考えます。大学や研究機関の研究

者のみならず，実務分野の方にも

目を通していただけることを願っ

ています。
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心のかたちの探究
異型を通して普遍を知る
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臨床でよく引用されるという聖

書のことば「天にては，悔改めを

必要としない 99人の義人よりも

悔改める 1 人の罪人に対して，

喜びがあるであろう」（ルカ，田

川建三訳，作品社）は，個の重要

性を説いている。心理学でも，量

的研究の対比として，質的研究が

重要であることは常に指摘されて

きた。しかし，それらの多くは傍流

的発言でしかなかったといえよう。

本書の副題は「異型を通して普

遍を知る」である。心理学主流へ

の明白な挑戦状であろう。従来か

ら質的研究に重きを置いてきた臨

床心理学だけでなく，多領域から

アプローチしているのも，本書の

特長のひとつである。鳥居修晃が

先天盲の開眼事例を，柴h光世が

脳損傷例を，重野純が特異な発話

を，佐々木正宏が病的悲嘆を，川

上清文が乳児微笑を，厳島行雄が

目撃証言を，高橋雅延が超記憶者

を，徃住彰文が天才を，篠田彰が

ミツバチを対象に書いている。そ

して最後に遠藤利彦が各章を解題

しつつ総括している。

難しいテーマだけに企画から完成

までに何年もかかった。速成ではな

い内容を，ぜひご批判いただきたい。
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みなさんは，批判的思考（クリ

ティカルシンキング）の本を読ま

れたことがあるでしょうか。多く

はビジネス書や啓蒙書，教科書で，

専門書はほとんどありません。批

判的思考は，古くはソクラテス以

来の哲学の伝統があり，現代では

Glaser（1941）以来，実証的・実

践的・理論的研究が蓄積されてい

るのですが，なかには先行研究を

踏まえず，著者なりの思考法につ

いて論じているだけの本も少なく

ありません。

さて本書は，心理学を中心とし

た批判的思考の専門書としては本

邦初のものであり，科研グループ

での 4年間の成果が盛り込まれて

います。理論編と実践編とに分か

れており，理論編では，批判的思

考の概念や各種リテラシーとの関

連，認知プロセス，測定，社会・

文化的側面，適応的側面を扱って

います。実践編では，いくつかの

大学で行われている，良き市民や

良き学習者を育てる批判的思考教

育の事例 9つを紹介しています。

批判的思考についてきちんと知り

たいと思っている人にも，実践に取

り入れたいと思っている人にも手

に取っていただきたい1冊です。
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